日刊
2010/６/１　第５４号

各校事務職員様　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
連携会議事務局
２０１０徴収金（保護者負担）調査を開始します。
　おつかれさまです。さて冒頭、望来小より「巡回指導教員」についての情報をいただきましたので紹介します。下記HPにアクセスしていただくと、読売新聞の記事が見られます。
第四部　明日に向けて＜２＞ : 検証　北海道の教育 : 企画・連載 : 北海道発 : YOMIURI ONLINE（読売新聞）
　（因みに、巡回指導教員はたぶん本務校に定数配置です。加配定数かどうかは調べていません。）
では本題に入ります。昨年行った「徴収金調査」今年も実施します。毎年行う必要もないのかなと思いつつ、昨年の反省も踏まえてもう一度やっておいた方がいいな、という判断をしました。正直、結構な作業量だと思いますが、よろしくお願いします。この調査を早いとこやっつけてしまわないと、すぐに予算要望書作成の時期になってしまいますので、頑張りましょう。なお、「徴収金調査」は「保護者負担調査」に改名した方がいいと思いうのですが、どうでしょうか。とりあえず、「保護者負担」でスタートすることにします。
　具体的に説明します。

１．まず、別紙の「２０１０保護者負担調査学校集計用紙（Excel）」をご覧ください。この用紙は昨年「学校徴収金一覧表以外の集金状況の調査」という名称でした。昨年は「学校徴収金の一覧表」を提出してもらい、その一覧表にないもので集金されているものを、この表に記入してもらいました。（日刊連携会議第３号）　でも、結局この表を集計表に使ったので、今年は最初からこの表（一部改良しました）で作業してもらいます。さて、ご覧になっていただけましたなら、空欄を次々埋めていただければ結構です。
２．次に、空欄を埋めた場合の根拠となる資料を事務局まで送ってください。例えば「教材費納入のお願い」のような校長名やPTA会長名で出されている文書や、校内で各担当から配付されるペーパーが該当すると思います。聞き取りで記入する場合もあると思いますので、その場合は根拠となる資料は必要ありません。これらの根拠資料は外部に公開することはありませんので、安心して提出してください。事務局で集計の際にちらっと確認するのに必要なのです。
３．問題は小学校です。小学校は学年毎に大変詳細な（細々したというべきか・・・）資料が作成されているケースが多く、校内で集計するのも大変だと私も思います。なので、面倒な方は根拠資料だけ送ってくれても構いません。事務局で集計します。本当です。

４．今回の調査でも、部活動の競技ごとの保護者会で集めている金額などは調査を行いません。日刊連携会議３７号で、十勝からこの手の資料を送っていただいたことをお知らせしましたが、このような調査を実施するにはもう少し準備が必要です。　

以上、長くなりましたが、〆切は・・・６月いっぱいということでどうでしょうか・・・不明な点は、TEL、FAX、Eメール又はホームページの掲示板に書き込みをお願いします。



























